




b 
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 



  

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。 

２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ）は含まれておりません。  



 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。b 

b当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記
載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。b 

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。b 

Ⅰ．経営成績 









クラウド）」を利用する企業が急速に拡大しています。本システムは、ＴＫＣ会員事務所が関与先企業に対してこれ
まで以上に付加価値の高い業務を提供することで、ＴＫＣ会員の優良関与先の離脱防止を図ることを目指して提供



県足利市殿、静岡県清水町殿及び宮城県大崎市殿より受注しました。 
（４）法律及び制度改正等への対応 
①「ＴＡＳＫクラウド公会計システム」の開発・提供 



２．キャッシュ・フローの状況 
b 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ869百万円減少し、













１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 19,083 18,214 
受取手形及び売掛金 5,872 7,480 
たな卸資産 ※  611 ※  489 

その他 2,790 2,559 



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年９倦î









  

※bb





Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成23年３月31日） 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

   （単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去額及び棚卸資産の調整額等であります。 
   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年10月１日 至 平成24年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  
   （単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額及び棚卸資産の調整額等であります。 
   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
   

（セグメント情報等）
【セグメント情報】

b 

報告セグメント 

調整額  
(注）１ 

四半期連結







 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＴＫＣ






